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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第13期
第１四半期
連結累計期間

第14期
第１四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 1,687 1,889 7,693

経常利益 (百万円) 155 154 759

四半期(当期)純利益 (百万円) 80 86 671

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 48 139 865

純資産額 (百万円) 8,751 9,578 9,622

総資産額 (百万円) 10,642 12,191 12,056

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 840.27 900.09 7,001.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 833.98 855.14 6,766.76

自己資本比率 (％) 73.9 70.3 71.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、前連結会計年度においてソフトウェア開発事業を行っていた株式会社デライトが当第１四半期連

結累計期間において清算結了したことに伴い、ソフトウェア開発事業セグメントを報告セグメントから除

外しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況

当社及び当社グループの当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高は1,889百万円と前年同

期に比べ201百万円（12.0％）の増収、経常利益は154百万円と前年同期と比べ１百万円（0.9％）の減益、

四半期純利益は86百万円と前年同期と比べ６百万円（7.8％）の増益となりました。

　
当第１四半期連結累計期間における報告セグメントごとの業績は、以下のとおりです。

①　コンサルティング事業

コンサルティング事業セグメントは、既存顧客である大企業への戦略コンサルティングに加え、経営幹部

育成やM&Aアドバイザリーといったサービスラインの拡充や、海外拠点でのサービスの提供等に注力し、当

第１四半期連結累計期間の売上高は480百万円（前年同四半期は535百万円）、セグメント利益（営業利

益）は81百万円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）178百万円）となりました。 

　
②　ベンチャー投資育成事業

保険事業セグメントには、連結子会社であるアイペット損害保険株式会社が運営するペット医療向け保

険が含まれ、当第１四半期連結累計期間においてペット医療向け保険の加入件数は順調に増加し、当第１四

半期連結累計期間の売上高は1,189百万円（前年同四半期は964百万円）、セグメント利益（営業利益）は

154百万円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）143百万円）となりました。 

  営業投資事業セグメントにおいては、既存投資先ベンチャーのうち、当社が深く支援することで成長加速

が見込まれる先とそれ以外の先について選別し、集中すべき先については資金と人材を投入、それ以外につ

いては売却を進めました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は32百万円（前年同四半期は28百

万円）、セグメント利益（営業利益）は11百万円（前年同四半期はセグメント損失（営業損失）２百万

円）となりました。 

 その他事業セグメントには、連結子会社が行っているリバースサプライチェーン事業及び知的財産権への

投資事業が含まれ、当第１四半期連結累計期間の売上高は187百万円（前年同四半期は158百万円）、セグメ

ント利益（営業利益）は２百万円（前年同四半期はセグメント損失（営業損失）33百万円）となりまし

た。 
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なお、前連結会計年度においてソフトウェア開発事業を行っていた株式会社デライトが当第１四半期連

結累計期間において清算結了したことに伴い、ソフトウェア開発事業セグメントを報告セグメントから除

外しております。 

  また、報告セグメントの損益の測定方法を変更しており、前年同期比較については、変更後の報告セグメ

ントの利益又は損失の測定方法により作成した報告セグメントごとの数値で行っております。詳細は「第

４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「Ⅱ　当第１

四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）　２　報告セグメントの変更等に関す

る事項」に記載しております。

　
報告セグメントに帰属しない本社機能に係る費用を中心とした販売費及び一般管理費の計上などによ

り、報告セグメントの利益の合計額との調整額が△117百万円（前年同四半期の調整額は△121百万円）と

なりました。

　
（２）財政状態の分析

①　資産

当第１四半期連結累計期間末における資産残高は12,191百万円（前連結会計年度末は12,056百万円）と

なり、前連結会計年度末と比較して135百万円増加しました。

　主な要因は収益の拡大等による現金及び預金の増加及び繰延税金資産の増加並びに保険業法第113条繰延

資産の計上に伴う増加等であります。

　
②　負債

当第１四半期連結累計期間末における負債残高は2,612百万円（前連結会計年度末は2,434百万円）とな

り、前連結会計年度末と比較して178百万円増加しました。 

　主な要因は保険業法に基づく保険契約準備金の計上による増加及び繰延税金負債の増加等であります。

　
③　純資産

当第１四半期連結累計期間末における純資産残高は9,578百万円（前連結会計年度末は9,622百万円）と

なり、前連結会計年度末と比較して43百万円減少しました。

　主な要因は当第１四半期連結累計期間における四半期純利益の計上による増加及び資本剰余金を原資と

した配当金の支払等による減少であります。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

該当事項はありません。

　
（５）生産、受注及び販売の実績

　①　生産実績

当社及び当社グループは生産活動を行っておりませんので、該当事項はありません。
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　②　受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績は次のとおりであります。

なお、営業投資事業につきましては、受注という概念がございませんので記載しておりません。

区分

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

前年同四半期比
（％）

金額(百万円) 金額(百万円)

　コンサルティング事業 1,288 677 △47.4

　保険事業 964 1,189 23.3

　その他事業 158 187 18.1

合　計 2,411 2,054 △14.8

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　③　販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績は次のとおりであります。

区分

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

金額(百万円) 前年同四半期比(％)

　コンサルティング事業 480 △10.4

　保険事業 1,189 23.3

　営業投資事業 32 12.8

　その他事業 187 18.1

合　計 1,889 12.0

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　④　投資実績

証券種類

前連結会計年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

投資実行高 期末投資残高 投資実行高 期末投資残高

金額
(百万円)

会社数
(社)

金額
(百万円)

会社数
(社)

金額
(百万円)

会社数
(社)

金額
(百万円)

会社数
(社)

　株式 － － 2,140 35 － － 2,140 34

　新株予約権等 － －     0 23 － －     0 23

合計 － － 2,140 47 － － 2,140 46

(注) １　新株予約権等は、当社コンサルティングサービスの対価として発行会社から無償で取得している場合がありま

すが、上表においては、その際の金額をゼロとし会社数のみを記載しております。 

２　株式、新株予約権等を重複して投資を行っている会社があります。 

３　時価のあるものについては、取得原価を記載しております。 

４　上表には余剰資金の運用目的の有価証券及び投資有価証券は含まれておりません。

５　当社グループは、未公開時点では投資をしていなかったPost-IPO企業の株式をIPO後に取得する場合がありま

すが、上表には当該投資金額及び会社数は含まれておりません。

６　期末において保有している新株予約権等を全て行使した場合の株式取得価額の総額は、以下の通りでありま

す。

前連結会計年度 当第１四半期連結会計期間

765百万円 765百万円

　

（６）主要な設備

当第１四半期連結累計期間における主要な設備の異動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 288,000

計 288,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,702 96,702
東京証券取引所
（市場第一部）

株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式。
単元株制度を採用していないた
め、単元株式はありません。

計 96,702 96,702 ― ―

(注)  提出日現在発行数には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月14日
　　　（注１）

― 96,318 ― 4,638 △3,516 1,159

平成25年４月１日～
平成25年６月30日
　　　（注２）

384 96,702 17 4,655 17 1,176

（注）１　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振り替えたものであります。

　　　２　新株予約権の行使による増加であります。

　

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　96,702 96,702
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 96,702 ― ―

総株主の議決権 ― 96,702 ―

(注)「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が５株（議決権５個）含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】

  該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社ドリームインキュベータ(E05221)

四半期報告書

 8/17



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,869 5,129

売掛金 927 1,012

営業投資有価証券 2,653 2,371

投資損失引当金 △221 △221

たな卸資産 53 84

有価証券 20 20

繰延税金資産 341 443

その他 401 285

貸倒引当金 △33 △33

流動資産合計 9,012 9,091

固定資産

有形固定資産 198 211

無形固定資産

のれん 966 942

その他 472 458

無形固定資産合計 1,438 1,401

投資その他の資産

投資有価証券 19 17

長期貸付金 79 79

繰延税金資産 － 9

その他 270 272

貸倒引当金 △59 △59

投資その他の資産合計 309 319

固定資産合計 1,947 1,933

繰延資産

保険業法第113条繰延資産 1,095 1,166

繰延資産合計 1,095 1,166

資産合計 12,056 12,191
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 39 41

リース債務 4 4

未払金 92 161

保険契約準備金 1,895 1,999

支払備金 191 207

責任準備金 1,703 1,792

未払法人税等 89 33

賞与引当金 30 －

役員賞与引当金 13 －

その他 255 229

流動負債合計 2,420 2,470

固定負債

リース債務 13 12

繰延税金負債 － 130

固定負債合計 13 142

負債合計 2,434 2,612

純資産の部

株主資本

資本金 4,638 4,655

資本剰余金 4,819 3,472

利益剰余金 △585 662

株主資本合計 8,872 8,791

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △146 △129

為替換算調整勘定 △98 △92

その他の包括利益累計額合計 △244 △221

新株予約権 167 172

少数株主持分 827 836

純資産合計 9,622 9,578

負債純資産合計 12,056 12,191
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 1,687 1,889

売上原価 797 977

売上総利益 890 912

販売費及び一般管理費 725 780

営業利益 164 132

営業外収益

出資持分利益 1 －

為替差益 － 12

金利スワップ評価益 － 4

その他 2 5

営業外収益合計 3 22

営業外費用

支払利息 0 0

為替差損 8 －

固定資産除却損 － 0

金利スワップ評価損 3 －

その他 0 0

営業外費用合計 12 0

経常利益 155 154

税金等調整前四半期純利益 155 154

法人税、住民税及び事業税 22 25

法人税等調整額 15 12

法人税等合計 38 38

少数株主損益調整前四半期純利益 117 115

少数株主利益 36 28

四半期純利益 80 86
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 117 115

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △68 17

為替換算調整勘定 △0 5

その他の包括利益合計 △68 23

四半期包括利益 48 139

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11 110

少数株主に係る四半期包括利益 36 29
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

株式会社デライトは清算結了に伴い、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しておりま

す。 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 31　百万円 30　百万円

のれんの償却額 32　  〃 31　  〃

　

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月13日
取締役会

普通株式 202 2,100平成25年３月31日平成25年６月17日資本剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成25年６月13日開催の第13回定時株主総会決議に基づき、資本準備金の額3,516百万円を減

少し、その他資本剰余金に振り替えるとともに、その他資本剰余金のうち1,161百万円を繰越利益剰余金

に振り替え、欠損の填補を行いました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月1日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 合計
調整額

（注1）

四半期連結

損益計算書

計上額

(注2)

コンサルティング

事業
保険事業 営業投資事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 535 964 28 1,528 158 1,687 ― 1,687

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
― ― ― ― 0 0 △0 ―

計 535 964 28 1,528 158 1,687 △0 1,687

セグメント利益又は

損失（△）
178 143 △2 319 △33 286 △121 164

（注）１　調整額は以下のとおりであります。

（１）セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去の金額が含まれてお

ります。

（２）セグメント利益又は損失の調整額△121百万円は各セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない四半期連結財務諸表提出会社での一般管理費用であります。

　　　２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。
　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月1日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 合計
調整額

（注1）

四半期連結

損益計算書

計上額

(2)

コンサルティング

事業
保険事業 営業投資事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 480 1,189 32 1,701 187 1,889 ― 1,889

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ― ―

計 480 1,189 32 1,701 187 1,889 ― 1,889

セグメント利益 81 154 11 247 2 250 △117 132

（注）１　セグメント利益の調整額△117百万円は各セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメント

に帰属しない四半期連結財務諸表提出会社での一般管理費用であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。
　

　　３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度においてソフトウェア開発事業を行っていた株式会社デライトが当第１四半期連

結累計期間において清算結了したことに伴い、ソフトウェア開発事業セグメントを報告セグメント

から除外しております。

また、従来、営業費用はすべて各事業に配分しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より本

社管理部門に係る費用については、セグメント利益又は損失の調整額に全社費用として計上する方

法に変更しております。これは、事業の多角化に伴い、各事業に対する本社の統括機能の比重が高

まったことを契機として業績管理手法を見直したことによるものであります。

これに伴い、前第１四半期連結累計期間の報告セグメントは、変更後の配賦方法に基づき作成した

ものを開示しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。

　
(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約金額等は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
 前第１四半期連結累計期間
 (自  平成24年４月１日
 至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 840円27 銭 900円09銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 80 86

    普通株主に帰属しない金額(百万円) - -

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 80 86

    普通株式の期中平均株式数(株) 95,843 96,496

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 833円98銭 855円14銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) - -

    普通株式増加数(株) 723 5,073

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

- -

　
(重要な後発事象)

該当事項はありせん。

　
２ 【その他】

平成25年５月13日開催の取締役会において、平成25年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　202百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,100円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　 平成25年６月17日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２５年８月８日

株式会社ドリームインキュベータ

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    上　原　仁  　　　　　  印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    谷　口　公　一　　　　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    上　林　敏　子　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ドリームインキュベータの平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第１
四半期連結会計期間(平成２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平
成２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対
照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドリームインキュベータ及び連結子
会社の平成２５年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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